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本稿は本誌第八～十一の各号及び第十三・十四号に掲載させていただいた岡鹿門『観光紀游』訳注の続編である。第八～
十一の各号及び第十四号と同様，柴田が武庫川女子大学大学院文学研究科日本語日本文学専攻の担当科目―科目名は「国際交流研究」から「多文化理解研究」に改められた―において行った読解作業の成果である。
今回掲載させていただくのは、巻五「燕京日記」巻上の十月十五日から同月二十一日までの部分である。底本、訳注の形式等については、本連載 その一」冒頭の説明をご覧いただきたい。ま 、参考にした文献の主なものは巻
末に掲げた。
（柴田清継、二〇一九年十二月二日記す）
原文
　
十五日〔廿七日〕公使晨見、曰「館内止此一陋室」 。余謝厚意。伊達姓〔寧裕〕
①来見、導訪張大常〔蔭桓〕
②不在。致
盛道臺書而還。公使饗午飯、 談及函館之戦
③、 曰「奥兵無為、 御之不得其人也、 如星〔恂太〕二関〔源二〕二姓
④、 皆可任方面者」 。
余告熟〈熱〉海貞治
⑤病歿。黯然久之、曰「共誓死生者、今皆泉下」 。又曰、 「法国陸兵七十萬、今在中土者、多亜弗利加属地
兵、未足見彼伎倆。中土八旗称百萬 今皆不為用。其足仗者、李左諸老将所養義勇兵而巳（已） 。余不知是乱所底止」 。余曰、「然則中土為彼所臣虜、猶印度阿弗利加於英法乎」 。曰「中土文明夙開、世出英傑。萬非印度阿弗利加比。且法人亦知此事不可
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為。萬無至此之理」 。余曰、 「中土今日猶我邦廿年前。唯我邦国小、 乱亦小。中土国大、 故乱亦大」 。曰「然。中人自負衣冠文物、不復講自治自强之道。此亦何異慢蔵招盗、冶容誨淫
⑥乎」 。
【注】①「伊達姓〔寧裕〕 」伊達寧裕（一八六七～一九四五） 。登米伊達家（宮城県）第十四代。東京外国語学校で清国語を学び、明治十六年
外務省から清国留学を命じられた。②「張大常〔蔭桓〕 」張蔭桓（一八三七～一九〇〇） 。このころ太常寺（宗廟礼儀をつかさどる官）少卿の任にあった。③「函館之戦」明治元年の箱館戦争のこと。④「星〔恂太〕二関〔源二〕二姓」星恂太郎（一八四〇～一一八七六）と二関源治（一八三六～一一八六九） 。いずれも仙台藩士で、星は額兵隊 仙台藩の洋式銃隊）司令。戊辰戦争での仙台藩降伏後、ともに榎本武揚の軍に入り、五稜郭陥落まで っ ⑤ 熟〈熱〉海貞治」熱海貞爾（一八三六～一八八四） 額兵隊の副長を務めた。明治十七年八月九日、病死。⑥「慢蔵招盗、冶容誨淫」 『易』繫辞上伝に見える言葉に基づく。
訳文
　
十五日〔廿七日〕公使が早朝来て、おっしゃった。 「館内にはこんなむさくるしい部屋が一つあるだけでして」 。私は厚
意を謝した。伊達〔寧裕〕氏が来てくれ、その案内で張大常〔蔭桓〕のところを訪ねたが、不在だった 盛道臺の書状を託して帰った。公使が昼食をご馳走してくださり 談、函館の戦に及んだ。公使がおっしゃることには、 「奥羽の兵はなすすべがなくなり、防御を任せられる人材も見つかりませんでしたが、星〔恂太〕氏と二関〔源二〕氏は、いずれも統率者として任ずるに足る人でし 」 。熱海貞爾が病没 たことを私が言うと、暗然として言葉が出ない様子だっ しばらくして、 「共に生死を誓い合った人たちも、 今はもうおられません」とおっしゃり 次にこうおっしゃった。 フランスの陸軍兵士七十万のうち、今中国にいるのは、多くがアフリカの属地の兵士でして、これだけではフランス軍の技量は十分にはつかめません。一方、中国の八旗は百万と称していますが 皆役立たずばかり 、頼むに足るのは 李鴻章や左宗棠のような老将軍たちが養成した義勇兵だけです。現在の戦乱は終わり 見えないような気がいたします」 。私 こう言った。 「ならば、インドやアフリカがイギ
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リス・フランスの支配下にあるように、中国もフランスの支配下に置かれることになるのでしょうか」 。公使、 「中国は早くから文明が開け、世々英傑が出ていますから インドやアフリカとは全く話が違います。それに、フランスもそのようなことは不可能だと分かっていますから、そのようになる見込みは全くありません」 。私、 「中国の今日はち ど我が国の二十年前のような状況です。ただ 我が国は小国な で、乱れ方も小さくて済んだのですが、中国は大国な で、乱れ方も大きくなるでしょう」 。公使、 「そうでしょうね。中国人は自らの文明や文物を誇りに思っていますが、自治自强の道を講じようとはしません。これでは、倉の管理をなおざりにした結果、盗人を呼び寄せることになったり、なまめかしく容貌を飾った結果、却って人々にみだらな気持ちを起こさせること なったりす のと、何ら変わりがありません」 。原文
　
十六日〔廿八日〕雇馬車、出訪諸名士。北京出必馬車。猶地方坐轎。大道四達、規摸宏壮、而道路毀
〈
圮
〉 、凹為壑状。
聞康熈帝始開京城、城門凡八。八旗各守一門、非有禄爵者、不得舎於城内 此法陵夷、閭閻小民、擅構市鄽、人戸稠密。道路営繕、不以時、毎雨潦 流路泥、車馬駱駄、自凹処往来 一変為壑状云。出宣武門、左折 訪沈麗琴。姚子梁旧友。訊蔡詞
茀
不在。留紫
茀
書而去。訪徐花農〔琪〕 。曲園高弟、為翰林編修。致夢薇書、延見。筆翰如流、頃刻間累十数紙。訪顧聘耆。其
人不文、筆不成語。　
帰寓。公使招邀。坐有四客、皆衙門大臣。有一鄧姓人〔承修〕
①、問知楊惺悟否。余示惺悟紹介袁李二氏書。書中称鉄香者、
鄧氏也。執手称奇遇。一客問公使滊車利害。舌人処間、反覆問答。顧余問説。余筆答曰 「欧米諸国 講利無所不至。使滊車有害而無利、則彼固不為之」 其人黙然。衙門大臣総海外交際事務 而矇然此等事。我邦維新以前 滔滔皆是。此亦不足怪焉。鄧氏臨去、期余明日来訪。余在天津、杏蓀聞余游留園称奇、舜江聞余見朱
〈弢〉夫、大驚。今又偶然見鄧氏、有此奇遇。此
亦文章有神、交有道
②
者。惺悟曰、 「鉄香為御史
③、弾劾不避権貴。雖李中堂亦側目、称曰鉄御史、衙門持和議者、皆罷」 。鉄
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香新自御史、転外務。【注】 ① 「鄧姓人 〔承修〕 」 鄧承修 （一八四一～一八九二） 。字は伯訥、 号は鉄香。楊守敬らとともに書家として名高い潘孺初の入室の弟子。② 「文
章有神、交有道」杜甫の「薛端薛復筵簡薛華酔歌」の第一句。もとの意味は「文学には霊妙な働きがあり、交友には人として守るべき正しい筋道がある」といったところ。③「御史」官吏の不正を暴き取り調べる官。
訳文
　
十六日〔廿八日〕馬車を雇い、名士の方々の訪問へと出かけた。北京は外出の際、馬車を常用する。地方における轎と
同様だ。大道が四方に延び、そのスケールは大きいが、道路はがたがたで、くぼんで谷間のようになっている。聞くところによると、康熙帝が京城を開いた時、八つの城門を設け、八旗がそれぞれ一門を守り、俸給をもらっている者や爵位を授かった者しか、城内に住まうことはできなかったのだが この決まりが次第に廃 、村里に住んでいた庶民も、自由に店を構えるようになり、民家が建て込んだ今の姿に った。ところが、道路の営繕をすべき時にしていないの 、大雨が降るたびに、道が泥になって流れ くぼんだ所を車馬が行 来するので、一変して谷間のようになるのだという。宣武門 出て左折し、沈麗琴氏を訪ねた。姚子梁氏の旧友である。次に、 蔡詞
茀
氏を訪ねたが不在だった。紫
茀
氏の書状を置いて去った。次に、 徐花農 〔琪〕
氏を訪ねた。曲園氏の高弟で、 翰林編修である。夢薇氏 紹介状を出したら、 中に案内して会って れた。文章を書くのが速くたちまち十数枚の紙が積み上げられた。次に、顧聘耆氏を訪ねた。この人は文才 ないようで、筆の運びが滞りがちだった。　
宿舎に帰った後、公使の招きがあった。座に四人の客がいた。みな政府の高官である。その中の鄧姓の人〔承修〕に、楊惺
悟氏を知っているかと聞かれた。私は、惺悟氏が書いてくれた袁・李二氏への紹介状を見せた。紹介状の中で鉄香と称されているのが、鄧氏だった。手を取って、 「奇遇ですね」と言った。客の中に、汽車 利害につ て公使 尋ね 者が た 通訳が間に入り、問答が繰り返された。私の方にも顔を向け、見解を聞いてきた。私は筆で次のように書いて、答え 。 「欧米諸
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国は、 利を講ずるためなら、 何でもします。利がなく害のあるものだとしたら、 彼らは初めから汽車など見向きもしないでしょう」 。その人は何も言わなかった。政府の高官は海外交際の事務を総べているにもかかわ ず、これ の事がよく分かっていない。我が国も維新以前は、 長らく似たようなものだったから、 怪しむに足りない。鄧氏は去り際に、 私に明日来るようにと言ってくれた 天津滞在中、杏蓀氏は私が留園に遊んだと聞いて、 「奇なり」と言ったし、舜江氏も私が朱弢夫氏に会ったと聞いて、大層驚 た。今また偶然鄧氏に出会って このような奇遇が実現した。これまた「文章 神あり、交わり 道あり」というものである。惺悟氏 こう言っていた。 「鉄香氏は御史の役にあり、 権勢のある役人や身分の高い相手にも遠慮せず弾劾する。李中堂 目を止めて、鉄御史と呼ぶようになり、政府の中 和議に固執する者は みな罷免された」と 鉄香氏 先ごろ新たに御史から、外務に転じたところだった。原文
　
十七日 〔廿九日〕 晨抵同文館、 訪丁韙良
①。余往年撰米利堅志
②、 嘱柳原公使請丁氏序。丁氏記是事出接。問余見天道溯源否。
余曰、 「天道溯源
③天路指南
④二書、 弊邦翻刻、 信洋教者、 皆誦之」 。曰「耶蘇亜細亜人。何謂洋教」 。余咲曰、 「亜細亜此間訳曰東洋。
洋教豈独謂西洋教乎」
⑤。丁氏忻然。丁氏米国牧師。渉各科学術、最精法律学。為中土所延、開同文館、訳洋書、授欧書。実
瑪竇以後所亡。問年庚、曰五十八歳。住中土廿五年　
訪馮申之〔芳緝〕席瀚伯〔淦〕不在。訪鄧鉄香、歓迎出酒、曰「法虜猾辺。若貴国重唇歯之義、戮力中国、則彼四受大敵、
兇鋒可挫也」 。 「此僕廿年前所見、中閲滄桑之変 始知有無貿易、為萬国之道義。如酔夢始覚、厳氷扇春和而漸尽。自反不復知爾時何心 因陳欧米各国之大勢、及我邦鎖国一変為開国、致今日 興之明治。鄧氏変色曰、 「法虜無状。不可不大懲 。余博引経史、駁其為謬見、且曰、 中土士大夫、不解春秋重朝聘会同
⑥之義」 。鄧氏説窮、沈吟愈苦、曰「中土衰替。非一戦以
奮起士気、則不可為。今日之事、不特禦外侮、又可以除内憂」 。余更転其説、曰「鑿斯池築斯城 効死不去
⑦。此固国君死社稷
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之常経。今也法釁己〈已〉開、陥十八省
⑧於必死之地。大義所在、百折不撓、以練精鋭於弾丸雨注之下、一得彼要領、辨曲直、
仗名義、以講和、則堂堂之旗、正正之陣、固可為東洋各国吐気也」 。鉄香顔始和、気始降。此日終席、論和戦得失、不及他事。因以為我邦米国要請以来、四方奮起、如長藩 遂逼殺長井雅楽
⑨、以一其国論、背城借一、毎戦敗衂、始悟失計、一変国是。
况中土大国。夷視萬国、三千年於今。其至此固宜也。唯大釁一開、百城披靡、萬生糜爛、果能錬精鋭、一得彼要領、如鉄香子所見否。記 徴他日。【注】①「丁韙良」米国人、
W
illiam
 A
lexander P
arsons M
artin （一八二七～一九一六）の中国名。②「米利堅志」河野通之との共訳書『繙
訳米利堅志』 （光啓社、明治六年）のこと。原著者は
Q
uackenbos.G
.P
. 。③「天道溯源」マルチン著、中村正直点『天道溯源』上・中・
下巻（和泉屋市兵衛、明治八年）のこと。なお、これより早く嘉魯日耳士（カラアゾルス）訳『天道溯源解』上・中・下（嘉魯日耳士、明治七年）が出版されている。④「天路指南」和文の『天路指南』 （米国聖教書類会社、明治十七年七月）のことかと思われる。⑤「亜細亜～西洋教乎」この鹿門の発言はユーモラスなも であるに違いないが、訳注者はそのユーモアを察知できない。⑥「朝聘会同」周代の制で、朝聘は諸侯が朝見して物を献上し、天子の御機嫌を伺うこと。会同のうち、会は諸侯の臨時の参朝、同は諸侯たちの参集を言う。⑦「鑿斯池築斯城、効死不去」 『孟子』梁恵王下篇の言葉に基づく。⑧「十八省」清代の地方行政区画で 長城を境として、異民族の地を含まぬ内地の十八省のこと。⑨「長井雅楽」一八一九～一八六三。開国・公武合体を建言して藩是として採用されたが、尊攘派の台頭により失脚し、切腹を命じられた。
訳文
　
十七日〔廿九日〕早朝、同文館に丁韙良氏を訪ねた。私はかつて『米利堅志』を撰した時、柳原公使を通して丁氏の序
を求めた。丁氏はこのことを覚えていて、迎えに出てきてくれた。 『天道溯源』を読んだかと聞かれたので、こう答えた。 「 『天道溯源』と『天路指南』は、我が国で翻刻しており、洋教を信ずる者はみな読んでいますよ」 。丁氏、 「イエスはアジアの人で
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すよ。なぜ洋教とおっしゃるのですか」 。私は笑って、こう答えた。 「アジアはこちらでは東洋と訳しています。洋教だけを西洋教と言ったりしましょうか」 。 丁氏も面白そうな顔をした。 丁氏は米国の牧師である。 各種の学術に渉る知識を持っているが、最も法律学に詳しい。中国に招 れ、同文館を開いて、洋書 訳し、欧米の書物を伝授している。実にマテオ・リッチ以来のことである。年齢を問うたところ、五十八歳で、中国に二十五年住んでいるということだった。　
馮申之〔芳緝〕氏と席瀚伯〔淦〕氏を訪ねたが、不在だった。鄧鉄香氏を訪ねると、歓迎して酒を出してくれ、いわく、 「フ
ランスが国境地帯を騒がしていますが、貴国が唇歯輔車の義を重んじ、中国と力を合わせてくだされば、フランスは四方 強敵を受けることになりますから、その凶暴なる気勢をくじくことができるのです」 私はこ 言った。 「それは私が二十年前に抱いていたのと同じ考えですが、私は世 中の大きな変化を経験した結果、互いに相手にないものを提供しあう貿易というものが、万国の道義であることを知りま 。酔って見ていた夢がようやく覚める、もしくは固い氷が春の陽気に おら てしだいに融けていくような感 でしたが、今振り返っても、二十年前 その ろどんな気持ちでいたのか、分からなくなってしまいました」 。これに続けて、私は欧米各国の大勢と、我が国が鎖国から一変して開国を行い、今 は中興 明治 実現 たことを説明 。すると、 鄧氏は顔色を変えて 「フランスは非道です 徹底的に懲らしめてやらないと けないのです」 と言ったが、私は経書や史書のいろいろな言葉を引き合いに出して、鄧氏の謬見を駁した えで、こ 言った。 「中国の士大夫は、 『春秋』において朝聘会同の義が重んじられ いたこと 理解しておられ せんね」 。鄧氏は発言に窮 ますます苦しげに呻吟した後、 こう言った。 「中国は衰えてしまいました。ひとたび戦って士気を奮い起こさない は どう も ら です。現在の事態は、外国の侮りに対する防御にとど らず、内憂の除去 もつながるのです そこで、私はまた議論の筋道を転じた。 「堀を深くし 高い城を築き、命を懸けて守り通す。これは うまでもなく 国の主が社稷に命をささげ 常に変わらぬ在り方を示す言葉です。今やフランスとの戦端が開かれ、十八省は危機に瀕 いますが、大義の存すると ろ絶対くじけぬ心構えで、弾丸が雨のように降り注ぐ中で精鋭を鍛えるの す。そして、ひとたび相手の勘所 押さえたら 曲直を
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弁じ、名分に基づいて和を講ずるのです。そうすれば、正々堂々の陣構えで東洋各国のために気を吐くことができるのです」 。すると、鉄香はようやく表情 やわらげ、気持ちが静まったようだった。この日の会合では終始、和戦の得失を論じ、他事には及ばなかった。この議論を通じて、私は次のようなことを思った。我が国は米国の要請を受けて以来、国じゅうの人々が奮起し、長州藩などは、長井雅楽に切腹させるまでして、藩内の意見を統一し、背水の陣を布いたも の、何度 っても負けてばかりだったこと ら、ようやく策が誤っていたことを悟り、藩の基本方針を一変した。これに引き換え、中国は大国であり、これまで三千年間、万国を夷と見なしてきたのだから、今 事態に至 のは当然のことである。ただ ひとたび大きな戦争の火ぶたが切って落とされ 多くの都市が敵に陥れられ、民草がぼろぼろになるまで痛めつけられてしまったら、果たして鉄香子 思い通り、精鋭を鍛え 相手の勘所を押さえることなどできるも だ うか。以上、記して他日の検証を待つ。原文
　
十八日〔三十日〕中島書記〔雄〕
①迎余其舎。明窓浄机、 左右図書、 適甚。徐大史来報〈訪〉 。余示和韻詩。大史改一二字。
極適切。酒間畳韻二首。毎句註本事。余屢観彭雪琴兪曲園諸人、毎句付註。此亦創体。余曰、 「昨見鄧鉄香、論和戦得失」 。大史沈思曰、 「鄧君当其局、如僕奉素其位之聖訓
②、不敢妄是非」 。余因謂学者所講何事。語孟二書、半論家国者。强寇在疆、禍
逼眉睫、而語及国事、曰素位而行、距学之本旨 愈遠矣。麗琴澣伯来報〈訪〉 。出酒。秋山生来告。 本日衙門大臣召見、伝醇邸旨、賜酒
殽
。乃与時雨往賀。杉田小諸二氏在。同酌」 。
【
注】①「中島書記〔雄〕 」中島雄（一八五三～一九一〇） 。明治十一年から北京公使館勤務。詩文家としても活躍し、時雨と号した。②「素
其位之聖訓」 『中庸』第十四章の「君子素其位而行、不願乎其外」 （君子は今いる位に因り、そのなすべきことをなすだけで、それ以外のことを慕う気持ちは抱かないの意）に基づく。
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訳文
　
十八日〔三十日〕中島書記〔雄〕の招きで、 その宿舎を訪れた。明窓浄机、 左右には図書が並び、 非常に快適そうである。
徐大史の来訪があった。私が和韻詩を見せると、大史は一二字直してくれたが、極めて適切な直しだった。飲酒しつつ二首畳韻した。句ごとに典故の出処を注記した。私はこれまでしばしば彭雪琴氏や兪曲園氏たちが句ごとに注を付けるのを見てきたが、これなど詩 体裁における新機軸であろう。私が、昨日鄧鉄香氏に会っ 和戦の得失を論じた旨告げると、大史は沈思した後、こう言った。 「鄧氏はそのような部門を担当しておられるのです。私などは『其 位に素する』という聖人の教えを奉じており 妄りに是非曲直について意見を言うつもりはありません」 。この発言について思ったのだが、学問をす 者 重んずべきことは何なのだろう 『論語』と『孟子』で論じられている事柄の半分は、国家に関することである。强大な侵略 が国境まで押し寄せ 禍が目前に迫っているのに、国事の話になると、 『位に素』 て行動すると言うのは、学問の本旨からあまりにも懸け離れている。麗琴氏と澣伯氏が訪ねてきた。酒を出した 秋山氏が知らせに来た。 「本日政府の高官から召喚があり した。醇親王のご意向を伝え、酒肴が振る舞われるとのことです」 。そこで、時雨氏とお祝い 出向いた。杉田・小諸の二氏もいて、ともに酌んだ。原文
　
十九日〔九月一日〕訪李
伯〔慈銘〕①。問我邦沿革。我邦学者、無不渉中土沿革、而中土学士、矇然我邦沿革。譬猶
用兵。我瞭敵情、敵矇我情。非中土之得者 過隆福寺 大厦兀然。扁曰天王殿。酒肆茶館、演劇雑戯 無一不有、与我浅草観音一般、而瀟洒不若 閙熱倍之 観一骨董店。文房器具 飾以金銀珠玉、一裁勝花②高尺餘、鏤玉為花卉、宛然如天成者。【注】①「李
伯〔慈銘〕 」李慈銘（一八三〇又は一八二九～一八九四又は一八九五） 、 愛（
）伯はその字。 「
」は「愛」の古字。学者として著名。
②「勝花」白井光太郎『樹木和名考』 「ツウダツボク」の条で「勝花」に「ツクリバナ」というルビが振ってあるのにより、 「造花」と解した。
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訳文
　
十九日〔九月一日〕李
伯〔慈銘〕氏を訪ねた。李氏は我が国の沿革を問うた。我が国で学んでいる者に、中国の沿革
を一通り知らない者はいないが、中国の学士は、我が国の沿革に暗い。例えるなら用兵と同じで、こちらは敵情をよくつかんでいるのに、敵はこちらの状況をちゃんとつかんでいない。中国にとって得にはならない。隆福寺に行ってみた。高々とそびえ立つ大厦で、扁額に天王殿と書いてあった。居酒屋に茶館、芝居に様々な曲芸、何でもそろっていて、我が国の浅草観音のようだった。瀟洒さは浅草観音に及ば にぎや さ 倍するも があった。一軒の骨董店をのぞ た。文房の用具が金銀珠玉で飾られていた。一尺余りの造花が一輪 玉を彫り刻んで花卉のようにしたも だったが、まるで天然のも のように見えた。原文
　
廿日〔二日〕訪蔡輔臣〔世佐〕
①不在。過
伯曰、 「将期重陽与鄧・袁〔秋爽〕
②諸子、 張宴城外、 請臨」 。与峰姓及濯、 過南郭、
買皮裘。皮裘貂狐
猞
猻
金銀豹海龍水獺黒猫銀鼠、 為尤貴。買羊皮二張、 狐皮四張。擬明発探長城諸勝、 遣胡五雇馬車。濯粧行李。
　
夜見公使、曰「昨見閻大臣〔敬銘〕
③談及子事」 。余問大臣何人。曰「子前日所与論鉄道。是人兼軍機大臣。鄧氏剛毅、是人
忠実、皆醇邸羽翼。与李中堂互持意見、毎事党争。特未接兵而己〈已〉 。劉銘伝
④極快人、中堂平粤匪、銘伝力居多。其赴臺灣、
非中堂意。中堂以事責譲、銘伝正色曰、 『閣下建大勲、極今日之栄、誰人之力』 中堂養兵四萬 其実五萬、操練 用欧法、遣腹心将之、一朝有事、中堂以外、無可為者」 。【注】①「蔡輔臣〔世佐〕 」当時、翰林院庶吉士を務めていたと思われる。②「袁〔秋爽〕 」袁昶（一八四六～一九〇〇） 。字は「爽秋」が
正しいと思われる。当時、総理各国事務衙門章京の任にあった。③「閻大臣〔敬銘〕 」閻敬銘（一八一七～一八九二） 。④「劉銘伝」一八三六～一八九六。軍人。清仏戦争勃発後、台湾へ赴き、フランス軍の上陸作戦を何度も阻止した。
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訳文
　
廿日〔二日〕蔡輔臣〔世佐〕氏を訪ねたが、不在だった。
伯氏を訪ねたところ、 「重陽の日に鄧氏や袁〔秋爽〕氏た
ちと城外で宴会をする予定です。ご臨席ください。 」と言われた。峰氏及び濯と南郭に出かけ、毛皮の服を買った。毛皮の服は貂、狐、ヤマネコ、金豹と銀豹、ラッコ、獺、黒猫、白リスのものが高価である。羊皮のもの二枚と狐皮のもの四枚を買った。明日から長城の名勝の探訪に出かけることにしているので、胡五を遣って馬車を雇わせた。濯は荷物の準備をした。　
夜、公使と会った。 「昨日、閻大臣〔敬銘〕と会い、先生のことが話題になりました」と言われた。その大臣とはどんな人
なのかと尋ねると 「先生がこの前鉄道について議論をなさった相手ですよ。軍機大臣を兼任しています。鄧氏は剛毅なのに対し、この人は忠義なタイプ すが、二人 も醇親王の羽翼です。李中堂とは意見を主張しあい、事ごと 党争をしています。もっともまだ軍事衝突するには至っていませんけれども 劉銘伝氏は非常に豪快な人で、 中堂の太平天国軍平定に当たっ は、銘伝氏の力が大きかったのです。彼が台湾へ行ったのは、 中堂の意向ではありませんでした。 がその件について責めると、銘伝氏は厳しい表情で、こう言ったそうです。 『閣下が大きな手柄を立て、今日の栄を極めておられる は、誰のおかげなですか』 。中堂は四万 兵を養っている 言われますが、実際は五万で、訓練は全面的に欧州のやり方に倣い、腹心を遣わして統率させておりま て、一朝事あらば、中堂以 、対処するこ の き 者はいません」 。原文
　
廿一日〔三日〕辰牌、 発館。馬車二輛、 濯与瀬川姓〔浅之進〕
①乗其一、 胡五騎驢而従。瀬川姓游此修舌学者。出徳勝門、
望見峰巒起伏、連数十里。此為西山。至覚生寺。為 代巨刹。庭上塡石、松陰満地、浄無点塵。殿前御碑刻漢土・韃靼
②・蒙古・
西蕃四体文。鐘楼八角、 造構奇巧、 鐘大七八囲、 表裏鋳細字経 。螺折攀梯、 仰観龍紐。実為鉅構 碑鐫乾隆帝和沈徳潜
③韻長篇。
大意謂永楽帝悔靖難之軍
④、起此寺、懺簒奪之罪。此亦人情或然者。見僧問故事。没字僧。直曰「毎大旱、皇帝臨幸禱雨」 。蹊
田出太路。路塡大石 石缺車行
臲
。
　
至海甸村、 午飯。自此巨第廃趾、 時見廃屋葢黄瓦。或皇族廃宅。里許抵円明宮趾。宮実雍正帝為太子時、 所創築、 為歴代離宮。
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英法二軍之入侵、満兵巳〈已〉敗、都民百萬、負担而立。是時恭親王方議講和、出英使巴克斯
⑤獄。巴氏綴印度文
⑥、告曰、 「帝
在円明宮、衛兵孤軍。火是宮、而後許和」 。即日英法進兵 咸豊帝与太子諸賓、倉皇北走、宮闕委一矩云。園門西向、旗兵監守。投銭村民導観。右折踰廃湟、自毀垣隙処而入。巨木森立、荊棘叢生。得宮門。老嫗守門。与銭開鑰。邃室洞房、彫梁画棟、一半傾
〈
圮
〉 。前有池沼、芙
蕖
駢植、廻廊四周。妙遠・静嘉・澹存三軒、皆占水一方。畳大湖石築仮山。竇道
唅
呀、蔭以嘉卉美木。
一碑題曰披雲径。其側八角亭、四望群巒、極幽邃之妙 而草棘理〈埋〉投〈没〉 、為狐狸之所游 門右折、抵宮闕趾。四囲垣壁、広亘二三百畝 層楼複閣、突兀層起、全以大理石築成。故木材雖委灰燼、堂構巍然 殿側有瑠璃塔。八面鋳仏像、高聳霄漢、晶瑩耀日。下層刓缺、皆受砲丸之所。王者隆棟、崇甍、窮極天下之力、豈特夸得意天下、実所以示荘麗於萬邦者。而焦土之餘、雨淋日曝、風索雲黯、廃為鼯鼠之道 虺蛇之窟。可勝咨嗟乎 抑雍正帝営此宮以来、歴代至尊 御、一旦為醜虜所蹂躙。宗社玷辱 臣子不忍者。而委之榛蕪、不敢撤去者、臣子懈其職乎 葢将現存其迹 為励人心鼓義憤之資也。　
踰両塹至南門。棟宇崇
閎
、丹碧剝落、巍存旧観。前有池水、白石架橋、欄楯刻獣。刻鏤精緻。自此取旧路、蹊田隴、抵萬寿
山。負丘陵、面昆明池。兵火後餘一塔一仏殿。皆以碧瓦畳築 四面陶仏像千百軀。称曰瑠璃殿、瑠璃塔。稍下、有殿趾 碧瓦堆積、甃巨石為壁、高六七丈、壁面如削 縁石梯而下。池水渺漫 如湖。磴道整斉 仏殿廃趾 累累相接 出小 敗屋四五宇、閴不見人。老樹奇石、矗峙庭上、門牆依然、繁華事非 按萬寿山萬暦年間、勅大監馮保、所建。 閣摸普陀・清凉・蛾眉三山、以奉三大士
⑦、至国朝増修。夫燕京金元以後四世所都、物力之豊盛、寺観之壮麗、土木之窮奢、何所不至。而一待外人、
不以其道 守兵奔竄、九門不守。金楼玉殿 付咸陽之一炬
⑧。物盛必衰、天数自然。撫銅駝於荊棘、閲浩劫於滄桑
⑨、不覚使
人悄然気索。行大路二里 投青龍橋逆旅。余曾観此役英一舌官日紀
⑩。此撮録其取円明宮曰、 「恭親王已出巴氏獄、通書信、謀
講和。英以法兵未至、 依倚〈違〉答之 後数日法全軍一萬至。於是法兵自左 英兵自右。一士人倉皇馳至 曰『満潰 掠我家財』忿甚。問円明宮道、其人曰、 『僕且導』 。進半里 見 村閭 飜黄旗 曰『賊在此』 言畢遁去 窺営内 不見一兵。乃正砲門一発。一老翁開閭門出見、代村人請命 問法兵 曰『未至。至宮外人家稠密処、与法軍合、不見一衛兵』 。要村人 導至走馬埒。
−12−
墻垣頽毀。自此而入。一老閹官
⑪頭戴赤纓帽、伏跪其前。問之、則留守円明宮者。曰、 『皇帝十五日前、従貴嬪
⑫十三人、北遁。
昨日太子得急報、留閹官三十名、倉皇北遁。法兵直開宮門乱進。閹官力拒、殺二人、餘被傷奔竄』 。進入御殿。閹官曰、 『此為皇帝聴政処』 。殿壁塗金銀、檐張鉄網、飼禽鳥、地敷平滑大理石、正面設御位 彫双龍。工作精妙。設階三層、中段為諸臣進拝処。左右堆列珍品奇器。所拠閹官曰、 『毎朝儀日 皇帝御正面、服黄衣織大小龍者、冠粧黄金宝石、埀金鎖真珠。宰臣与閹官、正服列班両側、中庭班衛兵楽隊 有進謁者 侍臣呼名、楽官奏楽、其人埀頭地板 磬折前進、脱頭帽奉花翎
⑬、見皇帝頷頭、
頓額地上、九拝粛起、不敢仰視。既而皇帝発玉音、勅聖令、拝跪領旨而退』 。宮後有石山 臨大地
⑭。架一橋通磧路。一宮置黄
金轎輿数箇 隔房飾仏像 有前殿内殿。極華麗。 案飾珍品奇貨。内殿設二重席玉坐、埀紅色帷、天井懸玻璃枝燈 左右置自鳴鐘及偶像
⑮。傍戸雕鏤花鳥。此為便殿
⑯。行複道、攀螺梯、有二楼。室列華麗書架、窓牖皆用一枝玻璃板。此為皇帝研学室。
其右有二燕室、埀珠簾。奥室為寝所。壁穿
窐
寥、床葢綿褥、埀繡帳。奇器珍玩、皆人間所不有、爛然眩目。如入美術舘。皇后
宮在 左。凡二 貴嬪閨閤、連宇相接、与皇帝燕室、全異結構。其旁一房、貯蓄絹布貨宝良煙精茶糖菓乾味諸禁味。殿後有池苑。大亘十餘里、磧路迤
邐
老樹奇古。池沼上構凉亭。麋鹿群集、見人仰頭角、跪其前。望見島上一閣。宛然仙閣。一斜逕以
人工畳石嵓、洞穴四通 極奇巧。絶勝佳景、凡中土庭園、可愛賞者、無一不有。余常観中土密画、各種風景、心窃謂出画工之虚想。今於此苑 始観画図未及也。噫
嘻
挙二百餘年之結構、付之一朝之灰燼、尽十数代之蓄蔵、供之外人之捕獲。仰観銅龍
⑰、
倍感前代之遺物、俯瞻玉塁
⑱、依然祖宗雄図。物之成敗、有数而存。勒金石而寿山河、殆不可復恃焉。
【注】①「瀬川姓〔浅之進〕 」東京外国語学校で学んだ後、明治十六年に行われた清国への留学生選抜試験を受け、外務省の北京留学生として
選抜された。②「韃靼」ここでは満州族を指す。③「沈徳潜」一六七三～一七六九。詩人として著名。④「靖難之軍」明の太祖の第四子燕王が、君側の奸臣を除き帝室の難を靖んずるという名目を掲げて、挙兵したことを言う。その結果、燕王は恵帝（建文帝）から帝位を奪い、 皇帝の位についた。 （一三九九～一四〇二年） 。永楽帝である。⑤「巴克斯」ハリー・パークス（一八二八～一八八五） 。英国人。
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一八六〇年九月、英仏連合軍の北京侵攻に当たり、全権大使エルギンの補佐官兼通訳を務めたが、交渉中に清軍に拉致され、十月まで投獄されていた。⑥「巴氏綴印度文」パークスがなぜ印度文を綴ったかは未詳。⑦「三大士」仏教で 西方極楽世界の観音菩薩・文殊菩薩・普賢菩薩を三大士という。⑧「咸陽之一炬」項羽が秦の都咸陽の宮殿を焼き尽くしたという『史記』項羽本紀の記載を下敷きにした表現。⑨「撫銅駝於荊棘 閲浩劫於滄桑 『晋書』索靖伝に由来する「荊棘銅駝」の故事 、清の趙翼の「焦山江上」詩の「終然浩劫入滄桑」の句などを下敷きにした表現か。⑩「此役英一舌官日紀」その日記については未詳。そのため、この日記からの引用がどこまでなのか判断しにくい。一応、この日の鹿門の文章 最後まで、 記から 引用と見て訳したが、一抹の不安が残る。⑪「閹官」宮刑に処せられ宮中に仕える男 ⑫「貴嬪」地位の高い女官。⑬「花翎」官吏の礼帽の後ろに垂れる、 クジャクの羽で作った装飾。⑭「地」「池」の誤りと見なす。⑮「偶像」木・石・土などで何らかの神仏などをかたどった像と思われる。⑯「便殿」正殿に対して別殿のこと。天子が休息する所。⑰「銅龍」龍の頭の形をし 銅製 水時計。⑱「玉塁」何を指す 未詳。
訳文
　
廿一日〔三日〕八時ごろ、公使館を出た。馬車二両、濯と瀬川〔浅之進〕氏が一両に乗り、胡五は驢にまたがって従っ
た。瀬川氏は語学を修めるため当地に来ている人である。徳勝門を出ると、山並みが起伏して数十里連なっているのが見えてきた。その山並みを西山という。覚生寺 着いた。明代の巨刹である。庭には石が埋められ、見渡すかぎり松の木陰で、清潔で塵一つ見当たらない。本堂前の御碑には漢族・韃靼・蒙古・チベットの四言語の文 刻まれている。鐘楼は八角形をしていて、独特か 精巧な造りである。鐘 大きさ 七、 八抱えで、表裏に細字の経文が鋳てある。螺旋状に回りながら梯子を上り鐘のつまみを仰ぎ た。実にスケールが大きい。碑に乾隆帝が沈徳潜 韻に和した長篇が彫られている。その大意は、永楽帝は靖難 軍を起こしたことを悔やんで、この寺を建立し、簒奪の罪を懺悔したというものである。人間の気持ちはそのようなものなのかもしれない。僧に面会して故事来歴を問 たが、字の読み書きの きぬ僧 、 「日照りが長く続くと、皇帝がおいでになり、雨乞いの祈禱 てくださった」という説明しかなかった。野原 通って近道を て、大きな道に出た。道 大き
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な石が埋め込まれていている。その石が欠けているところでは、車ががたがた揺れた。　
海甸村に着き、昼食をとった。ここから先は大きな屋敷の廃墟が続いた。時々黄色の瓦で葺かれた廃屋を見かけたが、ある
いは皇族の屋敷だったのだろうか。一里ほどで円明宮跡に着いた。この宮殿は雍正帝が太子だった時に建てられたもので、歴代離宮とされたところだった。英仏二軍が侵入し、清軍が敗れ 、都の民百万 、いつでも逃げられる準備をしておかざるを得ないような状態だった。そ こ 恭親王は講和について協議しており、英使パークスを獄から出した。パークスは印度文を綴り、次の に告げた。 「皇帝は円明宮にいて、衛兵は孤軍である。この宮を燃やした後で、講和に応じ ことに よう」 。即日英・仏は兵を進めた。咸豊帝と太子・賓客たちは倉皇と て北に逃げ、宮殿には火が え広がるば りだっ という。円明園の門は西向きで、八旗の兵が見張りについ 。村民に金を渡し 案内をさせた。右折して廃墟のくぼ地を越え、潰えた垣の隙間から中に入った。巨木が林立し、荊棘が叢生している。宮門 目 入った。老女が門の番をしている。金 与 て鍵を開けさせると、 はかなりの奥行き あり 華麗な装飾の施された建物であったが 半分は傾き崩れ い 。前の池には蓮が並んで植わっており、回廊が周りを取り巻いている。妙遠・静嘉・澹存 三室、どれも水辺に建っている。太湖石を積み上げて築山が築かれている。地下通路の入り口は、美 木々で覆われ 披雲径と書か 碑があ た。側に八角形の亭あずまや
子
があり、そこからは四方の峰々が眺められる。幽邃の妙を極めた造りであるが、草に埋もれ、狐狸の遊ぶところとなって
しまっている。門を出て右折し、宮殿の跡地まで行った。四方が塀に囲まれ、広さは二 三百畝もありそうである。いくつもの楼閣が高々と突き出たように聳え 全体が大理石 築か ている。その め、木材 灰燼に帰したわけだが、建物 構えは巍然として残 殿の側に瑠璃塔があった。八つの面そ ぞれに仏像が鋳てあり、空高く聳え きらきらと日に輝いている。下層部の欠けた所は、砲丸が当たった跡だろう 王者が棟や甍を高くして、そ にあらゆ 天下の力を結集してみ るのは、天下を意のままにできるようになっ ことを誇 ているだけでは い。荘麗さを万邦 示す意図もあるのだろう。にもかかわらず、焦土になったうえに、雨が降り注ぎ日に曝され、吹く風も寂しく雲は暗く垂れこ 廃れてムササビの通う道、
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蛇の住む巣窟となっている。嘆かわしいことこの上ない。雍正帝がこの宮殿を営むようになって以来、歴代の天子の御する所であったのが、たちまち醜悪な敵に蹂躙されてしまった。国家が辱められるのは、臣たる者の忍びざるところである。なのに、宮殿を草木に覆われ ま にして、あえて撤去しないのは、臣がその職を怠っていることにもなろうが、その遺跡を現状のまま保存して、人心を励まし義憤を奮い起こさせる拠り所としようという意向なのだろう。　
二つの堀を越えて南門に至った。壮大な建物である。色あせてしまってはいるものの、高々として旧観を残している。前に
池があって、白石の橋が架けら 、手すりに獣が刻まれている。精緻な彫刻である。そこから、来た道を引き返し、近道をして野原を通り、万寿山に至った。丘陵を背にし、昆明池 面している。兵火の後は塔一つ、仏殿一つが残るだけである。全体が碧の瓦で葺かれ 四面にたくさんの仏像が形作られている。瑠璃殿、瑠璃塔と呼ばれている。少し下 と、宮殿跡があ た。碧の瓦を堆積し、巨石を積み上げて壁とし、高さ六、 七丈 壁面は削ら たような感じだった。石段を伝って下に下りた。池の水は広々として、湖のよう。石畳の道は形 整っている。仏殿の跡が重なり合うように相接し 小さな門 出た。壊れた建物が四棟から五棟 ひっそりとして 姿はない。老木や奇石が庭の中に高くそびえ 門は昔 ままなのだろうが 繁華な様子も今 ない。按ずるに万寿山は万暦年間、太監の馮保に
勅
みことのり
して、建てさせたものである。殿閣は普陀・清凉・蛾眉
の三山を模し、以て三大士を奉じ、現在の清朝に至 て増築し そもそも燕京は金元以後四代、都の置か 所で、物資が豊かな点、寺や道観が壮麗な点、土木が奢を窮めている点、いず も最高限度に達してい 。そんな万寿山であるにもかかわらず、外国人に対して然るべき対処 な たばかり 守りに就いていた兵が慌てふためい 逃げて まい、九重 門は守られなかった。絢爛豪華な高殿や宮殿が咸陽一炬の煙 なっ しまった。盛んな物 必ず衰え のは天の定めでは ろうが、亡国の荒涼たる景色を目の当たりにし、大規模な破壊の跡をたど みて、はしなくも悄然として気が沈んだ　
大きな道を行くこと二里、青龍橋の逆旅に投宿した。私はかつてこの戦役の際のイギリスのある通訳官の日記を読んだこと
がある。それは、イギリスの円明宮奪取についての次のような記録である。
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恭親王はパークス氏を獄から出すと、書信を通じ、講和を謀ろうとしたが、イギリスはフランス軍が未到着という理由で、
はっきりした回答をしなかった。数日後、フランス軍全体、一万人が到着した。これを機にフランス兵は左から、イギリス兵は右から攻め込んだ。一人の清国人が慌てた様子で駆け込んできて、 『満人の敗残兵が我が家の家財を
盗と
っていくのです』
と言った。たいそう憤慨している。円明宮への道を問うと、 その男が、 「私が道案内しましょう」 と申し出た。半里ほど進むと、一つの村の入り口があっ 。男は黄色 旗を振り、 「盗人はここです」と言うと、どこかへ行ってしまった。中 覗いても一兵たり も見かけな 。そこで砲門をそちらに向けて、一発発砲した。すると、一人の老翁が村の出入り口 門を開けて出て来て、 村の者 ちを殺さないでくださいと命乞いをした。 兵について尋ねると、 こう答えた。 「まだおいでになっていないようです。円明宮の外の、人家の建 込んだ所でフランス軍と出くわしましたが 衛兵も見かけませんでした」 。 その村人に道案内させて、 馬場の埒まで行った。 垣根が崩れていた。 そこから中に入った。 赤いひもの付いた帽子 かぶった一人の老閹官が、 伏して我々の前に跪いた。尋ね み 、 円明宮 留守を守る者 、 こう答えた。 「皇帝陛下は十五日前、貴嬪十三 を連れて、北にお逃げになりました。昨日、急報が入 後、太子様も閹官三十名を こ 残して 大急ぎで北にお逃げになりました。その後すぐ、フランス兵が宮門を開けて乱 してきま 閹官 必死 抵抗しまし が 二人が殺され、 他は負傷し 逃げ しまいました」 さらに進ん 御殿に入った。閹官によれば、 「皇帝陛下 政務を執られた所です」とのことだった。御殿は壁に金銀を塗り、
檐ひさし
には鉄網を張って鳥を飼い、床には平滑な大理石を敷き、正面に双龍を彫った
御位が設けてあ 精妙な造りだった。階は三層になって て、中段は臣下が進拝する所である。左右に珍品奇器 積み上げ並べられていた。閹官が言うことには、 「朝廷で儀式が行われる日には、皇帝陛下が正面に御さ ました。大小の龍を織り込んだ黄衣を召され、冠には黄金や宝石 粧われ 金の鎖や真珠を垂らしておいででし 大臣と閹官 が、正服を着て両側に連なり並び、中庭には衛兵と楽隊が並びま た。進み謁する者のあ 時は 侍 名を呼び 楽官が楽 奏で 謁する者は頭を床まで垂れ 体を折り曲げて前に進み、頭にかぶった帽子を脱ぎ、花翎 恭しく捧げ持ちます。そし 、皇帝
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陛下がうなずかれたら、額を床に打ち付け、九拝して恭しく身を起こしますが、陛下の方を仰ぎ見てはなりません。やがて皇帝 玉音を発せられ 聖令を勅されたら 拝み跪き、詔書を受け取って退くのです」 。　
宮殿の背後には石山があり、大きな池に面していた。橋を架け、石を敷いた道を通してあった。宮殿のうちの一つには黄
金の轎輿が数台置いてあり、区切 れた部屋ごとに仏像が飾られ、前殿と内殿に分かれ、華麗を極めていた。玉案には珍奇な物が数多く飾られて た。内殿には敷物を二重にした玉座 設けられ 紅色の帷が垂れ、天井からはシャンデリアが懸けられ、左右に自鳴鐘と偶像が置かれていた。傍らのドアには花鳥 彫刻さ ていた。そこが便殿である。上下二重になっている廊下を行き、螺旋階段を上ると、二つの楼があった。部屋 は華麗な書架が並び、どの窓にも一枚のガラス板が使われていた。そこは皇帝が学問をする部屋だった。その右に休息室が二つあり、珠の簾 垂らしてあった。奥の部屋は寝所だった。壁は深く穿たれ、ベッドは綿の褥で覆われ、縫 取りをし 帳 垂らしてあった。珍 器や愛玩物、いずれもこ 世には見ぬほどのもので、きらきらと輝いて目をくらまされ、まるで美術館に入ったような感じだった。皇后の宮殿はその左に二室あり、貴嬪 寝室がそこから連なっていたが、皇帝の休息室とは全く結構が異なっていた。その傍らの一室には、絹布・財貨珍宝や 良質 たばこ・上質の茶・飴菓子・干した食品など諸々の宮中の嗜好品 貯蔵さ ていた。宮殿の後ろには池を囲む庭園があった。十余里の広さで、石を敷 た道 ねくねと延び、老木 は古樸な趣があっ 池 ほとりには納涼のための小亭が設けられてい 。鹿が群集し、人を見ると頭を上に向け、その前に跪い 。島に立つ一つの楼閣が見えてきた。まるで仙人の住む楼閣のようである。岩を積み重ねた人工の斜めの小道 り、洞穴 四方に通じて、妙なることこの上ない 絶景の数々、およそ中国の庭園の 賞翫 対象とな ものがすべ ろっている 私 常日頃 中国の細密画に描かれたさまざ な風景を見て、画工 空想によ ものだと思っていた 、今こ 庭園で初めて図画 描かれる以上 素晴らしい景色を目の当たりにした。 あ 二百余年 わたる構築物のすべ を一朝 灰燼に帰せし 十数代の蓄蔵を外国人の捕獲に供した。仰いで銅龍 前代の遺物である とをしみじみと感じる一方で、俯し 玉塁を見 ば、先代
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の皇帝たちの雄図が今もそこにあるようにも感じられる。しかし、物の成敗には、天の定めがある。金石を彫り刻んで山河を寿いでも、敗れてしまったものはもはやどうにもな ないのである。
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